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は
じ
め
に

「
暦
象
新
舟
」
や
「
鎖
国
論
」
の
訳
出
で
周
知
さ
れ
る
志
筑

忠
雄
（
一
七
六

O
S
一
八

0
六
）
は
、

「阿
蘭
陀
通
詞
」
と
紹

介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
志
筑
は
阿

岡
陀
通
詞
の
中
で
も
身
分
の
低
い
「
稽
古
辿
詞
」
し
か
務
め
て

お
ら
ず
、
そ
れ
も
少
な
く
と
も
天
明
二
年
（

一
七
八
二
）―

-三

歳
時
、
長
く
と
も
天
明
六
年
ニ
ヒ
歳
時
ま
で
の
こ
と
で
あ

り
、
通
詞
を
辞
し
て
か
ら
の
残
り
ニ
ト
年
余
り
の
人
生
は
、

実
家
で
あ
る
商
家

・
中
野
家
に
戻
り
、
再
び
仕
官
す
る
こ
と
な

く
岡
翫
ぃ
翻
訳
に
身
を
尽
く
し
た
。

留
意
す
べ
き
は
、
辞
職
に
よ
り
、
身
分
と
禄
を
得
る
術
の
み

な
ら
ず
、
人
脈
ま
で
失
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
通

詞
社
会
は
、
家
柄
と
各
通
詞
家
が
有
す
る
森
占
的
な
利
権
の
遵

守
を
柱
と
し
た
人
間
関
係
を
要
と
し
て
お
り
、
稽
占
通
詞
を
辞

め
た
志
筑
は
間
違
い
な
く
そ
こ
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
で
あ
ろ

大

島

明

秀

ー
家
屋
の
敷
地

・
通
詞
株

・

長
崎
社
会
で
の
位
囮
ー

志
筑
忠
雄
の
背
景
と
し
て
の
実
家

・
中
野
家

う
。
そ
も
そ
も
中
野
家
は
通
詞
家
で
は
な
く
、
志
筑
忠
雄
の
よ

う
な
突
出
し
た
翻
訳
家
が
在
野
に
あ
る
事
態
な
ど
、
通
詞
社
会

に
と
っ
て
は
廂
売
敵
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
の
こ
と
は
、
野
に
あ
っ
た
志
筑
が
い
か
に
し
て
生
計
を
立

て
、
岡
比
り
を
閲
買
し
、
訳
出
に
専
念
で
き
た
の
か
、
と
い
う
直

大
な
間
閣
が
所
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
本
秘
で
は
、
志
筑
忠
雄
が
訳
業
を
成
し
え

た
背
尿
と
し
て
実
家
の
商
家

・
中
野
家
に
沿
目
し
、
同
家
の
系

譜
や
経
営
展
開
、
な
い
し
は
家
屋
の
立
地
、
敷
地
な
ら
ぴ
に
建

物
配
骰
な
ど
を
手
掛
か
り
に
、
中
野
家
が
長
崎
社
会
で
い
か
な

る
力
を
有
し
、
そ
し
て
い
か
な
る
位
附
を
占
め
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
中
野
家
の
敷
地
と
建
物
配
置

中
野
家
が
三
井
越
後
屋
の
長
崎
で
の
落
札
商
人
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
少
な
か
ら
ぬ
史
料
が
現
在
三
井
文
附
に
保
管
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
「
文
政
四

[-
八
ニ

―
]
巳
七
月
記
ス
」
と

の
年
紀
を
有
す
る
同
家
系
図
の
竹
岱
り
が
存
在
し
て
い
る
。

夙
に
森
岡
美
子
が
当
該
史
料
に
基
づ
い
て
中
野
家
の
系
譜
を

図
示
し
て
い
る
が
、
四
代
用
助
（
教
令
）
の
名
を

「敬
令
」
と

す
る
な
ど
信
頼
で
き
な
い
点
が
あ
る
。
そ
の
後
、
松
尾
龍
之

介
が
改
訂
版
を
作
成
し
た
が
、
前
述
四
代
用
助
の
名
で
あ
る

「教
令
」
を
記
し
て
い
な
い
な
ど
、
系
閣
史
料
に
認
め
ら
れ
る
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記
述
を
必
ず
し
も
反
映
さ
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
改
め
て
系
固
史
料
の
み
に
基
づ
い
て
、
志
筑
忠
雄

（
中
野
忠
次
郎
）
の
兄
弟
と
父
四
代
用
助
に
関
す
る
説
明
記
述

を
正
確
に
反
映
さ
せ
た
系
譜
を
提
示
す
る
（
図
l
)
。

中
野
家
は
初
代
利
右
衛
門
時
の
宝
永
頃
（

一
七

0
四

S

一
七

―
-
）
か
ら
三
井
の
用
達
を
務
め
、
そ
の
毀
本
を
背
景
に

落
札
権
利
を
持
つ
本
商
人
と
な
っ
た
（
固
2

ー

1
、
2

ー

2
)
。
か
よ
う
に
中
野
家
は
長
崎
社
会
で
確
固
た
る
地
位
を
築

い
て
い
た
が
、
そ
の
家
屋
は
ど
こ
に
所
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

、
。
カ

こ
こ
で
近
世
長
崎
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社
会
の
基
礎
史

料
で
あ
る

「長
崎
志
」
に
中
野
家
の
家
屋
の
立
地
を
探
索
す
る

（図
3
、
4
)

。

「
長
崎
志
」
に
は
正
編
と
続
編
が
あ
り
、
正
編
は
江
戸
中

期
の
長
崎
聖
堂
密
記
役
で
あ
る
田
辺
茂
啓
（

一
六
八
八

s

一
七
六
八
）
が
三
卜
年
に
わ
た
っ
て
編
纂
し
、
も
と
も
と
は

「長
崎
実
録
大
成
」
と
い
う
標
題
で
明
和
元
年
（

一
ヒ
六
四
）

長
崎
奉
行
に
提
出
さ
れ
た
文
献
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
茂
啓
の

没
後
に
も
続
編
が
書
き
継
が
れ
た
。

さ
て
、
そ
の

「長
崎
志
続
編
」
に
は
、
レ
ザ
ノ
フ
来
航

一
件

（
一
八
0
四
）
に
つ
い
て
の
記
述
や
固
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ

の

―
つ
に

「大
波
戸
上
陸
道
中
図
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
中
野
用

助
宅
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

'，1
 

,
．，
'
 

+
中
げ
屑
濃

現
金

呉‘

図2-2 中野の屋号紋は、井桁に中。三
井と同じ井桁を用いているところにも
深い関係性が窺える （「明安調方記

玉手箱」、明和安永年間［一七六四～
一七八0]頃成。長崎歴史文化博物館

蔵）。

験
河
可
北
償

図2-1 三井越後屋の屋号紋は、丸に井桁三

（『江戸買物独案内』下巻、一八二四年刊。
国立国会図書館デジタルコレクションより転

載）。
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図3 「長崎志続編」巻一三之上 （森永種夫校訂 『長崎文献叢書』第一集
第四巻、長崎文献社、一九七四年刊より転載）。
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図
3
中
央
の
や
や
部
に
見
え
る
西
御
役
所
と
は
長
崎
西
奉

行
所
の
こ
と
で
、
そ
の
す
ぐ
右
は
出
島
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
こ

ほ
か
う
ら
よ
ら

と
に
、
中
野
家
は
西
奉
行
所
の
す
ぐ
裏
の
外
浦
町
、
し
か
も
奉

図4 中野用助宅跡 （万才町四丁目 ）の現況。目下、外浦町という区画

は存在せず、町割も変わっている。江戸町 （長崎西奉行所）側の東南東

方向から筆者撮影 （二0二ニ年ー0月ニー日 ）。

行
所
方
面
か
ら
数
え
て

二
軒
目
と
い
う

一
等
地
に
家
屋
を
構
え

て
い
た
。
な
お
、
「
中
野
用
助
宅
」
の
前
に
あ
る
長
方
形
の
記

号
は
「
筑
前
持
」
の
警
固
で
あ
る
。

さ
ら
に
具
体
的
に
中
野
家
の
間
取
り
や
建
物
配
置
を
探
る
た

め
に
、

三
井
文
庫
が
所
蔵
す
る
家
屋
の
見
取
り
図
に
着
目
す

る
（
図
5
)
。

無
題
で
年
紀
も
備
え
て
い
な
い
図
で
あ
る
が
、
次
の
三
点
か

ら
中
野
家
の
家
屋
見
取
り
図
と
確
定
で
き
る
。
第

一
に、

三
井

文
庫
が
中
野
家
史
料
を
有
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
家
屋
に
面
し

た
表
通
が
外
浦
町
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
後
述
す
る
よ
う
に

当
該
図
に
記
さ
れ
た
敷
地
の
縦
横
の
尺
と
「
長
崎
怨
町
絵
図
」

（
一
七
六
五
年
頃
成
）
に
お
け
る
中
野
用
助
宅
の
立
地
箇
所
の

縦
横
の
尺
と
が

一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
当
図
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
次
の

二
点
か
ら
時

期
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。
は
じ
め
に
、
「
長
崎
惣
町
絵
図
」

の
町
割
と
中
野
家
の
敷
地
の
形
が

一
致
し
な
い
こ
と
。
次
に
、

中
野
家
は
五
代
用
助
（
用
七
）
の
不
身
持
か
ら
文
政
三
年

（
一
八
二
0
)
に
樺
島
町
に
移
り
、
外
浦
町
の
家
屋
を
借
家
と

し
た
が
、
そ
の
後
、
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
に
起
こ
っ
た
長

崎
の
大
火
で
、
青
貝
屋
武
右
衛
門
に
貸
し
て
あ
っ
た
外
浦
町
の

家
屋
が
焼
失
し
た
こ
と
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
中
野
家
の
家

屋
見
取
り
図
は
、

一
七
六
五
年
か
ら

一
八
三
八
年
の
間
に
限
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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見
取
り
図
を
見
る
限
り
、
十
余
り
の
部
屋
、

三
棟
の
ヒ
蔵
、

一
棟
の
小
屋
、
さ
ら
に
中
庭
や
井
戸
、
湯
殿
―
―
つ
、
雪
隠
三

つ
、
加
え
て
二
階
部
分
（
ハ
シ
ゴ
か
ら
）
を
有
す
る
大
邸
宅
で

あ
っ
た
。
三

つ
の
上
蔵
に
加
え
、
「
表
外
浦
町
通
八
間
」
に

面
し
た
ト
ニ
保
の
部
屋
が
「
反
物
造
場
座
敷
兼
帯
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
住
居
と
仕
事
場
を
兼
ね
て
い
た
家
屋
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
奥
が
左
に
伸
び
た
鍵
形
の
敷
地

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
心
筑
忠
雄
の
背
屎
に
は
、
日
常

的
に
土
蔵
や
作
業
部
屋
に
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
物
品
が
蔵
さ
れ
、

Fl蘭
貿
易
関
係
者
が
始
終
山
入
り
す
る
環
揉
枷
あ
っ
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
幕
府
や
長
崎
社
会
に
衝
撃
を
与
え
た
レ
ザ
ノ
フ

来
航

一
件
は
絵
巻
に
編
ま
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
外
浦
町
も
描
か

れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
絵
図
の
た
め
、
奥
行
が
明
ら
か
に
不
正

確
で
あ
る
な
ど
実
情
を
反
映
し
て
い
な
い
部
分
が
多
々
存
在
す

る
こ
と
を
含
み
つ
つ
も
、
志
筑
存
命
中
の
文
化
元
年

（
一
八
〇
囮
）
の
最
蜆
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「長
崎

志
続
編
」
を
手
掛
か
り
に
、
中
野
用
助
宅
を
特
定
し
て
み
よ
う

（固
6
|
1
、

6
ー

2
)

。

見
た
よ
う
に
、
「
長
崎
志
続
編
」
で
は
、
中
野
用
助
宅
は
外

浦
町
に
面
し
て
お
り
、
ま
た
、
奉
行
所
方
面
か
ら
数
え
てニ
~

目
で
、
さ
ら
に
前
に
筑
箭
持
の
警
固
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
た
。
当
画
像
で
は
絵
巻
の
右
側
が
切
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先

に
は
西
奉
行
所
が
所
在
す
る
。
「
筑
前
堅
メ
」
と
記
さ
れ
た
粋

固
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
裏
の
朱
線
で
囲
ん
だ
建
物
が
中

野
家
の
家
屋
を
描
い
た
部
分
と
目
さ
れ
る
。

続
い
て
、
志
筑
忠
雄
六
歳
時
の

一
七
六
五
年
頃
に
作
製
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る

「長
崎
惣
町
絵
圏
」
に
該
当
箇
所
を
見
て
み
よ

う
（
図
7
)
。

「
絵
図
」
と
題
し
て
い
る
も
の
の
、
箇
所
銀

（
長
崎
の
町
が
貿
易
に
対
す
る
役
を
負
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

見
返
り
と
し
て
家
持
の
町
人
に
配
布
し
た
貿
易
利
銀
）
の
公
平

な
配
分
を
期
す
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
図
で
、
明
和
年
間
の
正

確
な
町
割
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

当
図
の
最
観
年
代
は
、
前
述
の
家
屋
見
取
り
図
の
作
製
年
代
と

は
異
な
る
た
め
、
そ
の
町
割
が

一
致
し
な
い
も
の
の
、
こ
こ
ま
で

に
確
認
し
た
諸
条
件
を
踏
ま
え
る
と
、
朱
線
で
囲
ん
だ
所
が
中
野

用
助
宅
の
敷
地
と
な
る
。
見
取
り
図
で
は
外
浦
町
に
面
し
た
玄
閲

部
分
が

「八
間
」
で
あ
っ
た
が
、
「
長
崎
惣
町
絵
図
」
で
は
計

「ヒ
間
八
尺
四
寸
」

。
見
取
り
固
で
は
奥
行
が

「拾
五
間
余
」
で

あ
る
が
、

「長
崎
惣
町
絵
図
」
で
は

「拾
E
間
六
尺
」

。
僅
か
な

誤
差
は
あ
る
も
の
の
、

一
致
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え

な
い
。
そ
う
す
る
と
、

「長
崎
惣
町
絵
図
」
で
見
れ
ば
、
商
家
中

野
家
は
三
箇
所
余
り
の
家
特
町
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
時
代
が

降
っ
て
見
取
り
図
が
描
か
れ
た
頃
に
は
町
割
も
変
わ
っ
て
三
箇
所

半
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
間
違
い
な
く
相

当
の
狩
産
を
有
し
た
商
家
で
あ
っ
た
。
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図6-1 「ロシア使節レザノフ来航絵巻」下 （東京大学史料編纂所蔵。

同所提供画像を転載したが、周囲をカットし、朱線を付した）。

図6-2 中野用助宅を拡大したもの。 「ロシア使節レザノフ来航絵巻」

下 （東京大学史料編纂所蔵。同所提供画像を転載したが、周囲をカッ
トし、朱線を付した）。
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図7 「長崎惣町絵図」部分図 （長崎歴史文化博物館蔵。朱線は筆者による）。
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二
、
中
野
家
の
経
営
戦
略
と
通
詞
株

こ
こ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
中
野
用
助
宅
は
長
崎
西
奉
行

所
の
す
ぐ
裏
の
外
浦
町
に
所
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
阿
岡
陀

通
詞
の
中
で
最
も
影
孵
力
を
有
し
た
吉
雄
耕
牛
(
-
七
二
西
S

一
八

0
0
)
の
家
宅
よ
り

一
陪
出
島
に
近
い
寸
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
商
品
を
扱
う
落
札
商
人

と
し
て
は
、
一
等
の
場
所
を
得
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

，
 

る
。中

野
家
の
土
蔵
や
作
業
部
屋
に
は
お
そ
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
渡
り

の
物
品
が
山
栢
し
、
家
に
は
貿
易
関
係
者
が
頻
繁
に
出
人
り
し

。

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
志
筑
忠
雄
は
安
永
五
年
（

一
ヒ
七
六
）

か
ら
少
な
く
と
も
天
明
ー一
年
（

一
七
八
二
）
、
長
け
れ
ば
天
明

六
年
ま
で
阿
岡
陀
稽
古
通
詞
を
勤
め
た
が
、
通
詞
に
就
く
前
と

辞
職
し
た
後
の
中
野
家
で
の
生
活
は
、
西
洋
の
器
物
や
関
係
者

に
触
れ
る
機
会
に
溢
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
環
境
は
志
筑
が
「
曲
学
」
を
志
し
た

―
つ
の
背

屎
で
は
あ
る
が
、
阿
岡
陀
通
詞
に
な
っ
た
背
最
は
そ
れ
の
み
で

は
な
い
。
忠
次
郎
（
志
筑
忠
雄
）
は
兄
弟
の
中
で
末
弟
に
当
た

り
、
中
野
家
は
通
詞
株
を
買
っ
て
忠
次
郎
を
志
筑
家
の
投
子
に

入
れ
た
が
、

三
男

・
伊
三
太
に
つ
い
て
も
株
を
買
っ
て
義
子
に

入
れ
、
薬
種
目
利
と
し
て
い
た
（
因
l
)
。
通
詞
も
薬
種
目
利

も
貿
易
に
閲
係
す
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、

三
代

中
野
用
助
は
、
貿
易
関
係
情
報
の
入
手
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち

経
営
戦
略
と
し
て
、
息
子
た
ち
を
能
力
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

職
に
就
け
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

阿
岡
陀
通
詞
中
山
家
へ
の
貸
銀
証
文
を
手
掛
か
り
に
経
営

戦
略
に
つ
い
て
い
ま
少
し
述
べ
る
と
、
中
野
家
は
家
屋
の
立
地

と
仕
事
柄
、
阿
岡
陀
通
詞
た
ち
と
日
常
的
に
接
し
て
い
た
の
み

な
ら
ず
、
商
売
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
、
貸
銀
を
通
じ
て
通

詞
社
会
に
影
態
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

つ

ま
り
、
通
詞
株
を
購
人
で
き
た
背
後
に
は
、
中
野
家
の
財
力
と

と
も
に
同
家
の
通
詞
社
会
に
対
す
る
力
が
働
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
志
筑
忠
雄
が
通
詞
を
辞
し
た
理
由
は
、
没
後
に

お
い
て
は
「
多
病
」
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
辞
職
後
に
訳
出
し
た
作
品
の
多
さ
を
見
る
限
り
、
病

弱

・
病
身
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
理
由
に
辞
め
る
ほ
ど

の
体
調
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
で

は
、
志
筑
が
勤
め
た

「稽
古
通
詞
」
の
職
務
内
容
を
見
て
み
よ

う
。
幼
少
期
に
通
詞
を
勤
め
た
石
橋
政
方
（
一
八
四

O
S

-
JL
一
六
）
の
経
験
が
間
き
舟
き
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

も
と
よ
り
十
歳
に
も
な
ら
ぬ
子
供
の
事
で
、
何
が
何
や

ら

一
向
に
分
か
り
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
朝
早

く
出
勤
し
て
、
上
役
の
人
々
が
し
き
り
に
チ
ー
／
＼
パ

3
 

ー
／
＼
い
う
の
を
呆
れ
て
間
い
て
い
た
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政
方
の
証
言
を
信
用
す
る
限
り
、

「稽
古
通
詞
」
は

「
ロ

舌
」
を
も
っ
て
立
ち
回
る
必
要
は
な
く
、
そ
の
職
務
内
容

は
、

「
卜
歳
に
も
な
ら
ぬ
子
供
」
が
通
詞
の
仕
事
を
た
だ
見
て

い
る
だ
け
の
、
文
字
通
り
子
ど
も
扱
い
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
か

か
る
能
力
不
要
の
閑
職
に
、
志
筑
忠
雄
は
元
服
後
の

一
ヒ
歳
か

ら
少
な
く
と
も
二
二
歳
、
長
い
場
合
は
ニ
ヒ
歳
ま
で
勤
め
た
。

周
囲
よ
り
随
分
年
長
者
で
あ
る
こ
と
に
相
当
の
屈
辱
感
を
立
え

た
で
あ
ろ
う
し
、
か
よ
う
な
職
務
で
は

「
万
国
管
脳
」

（
一
七
八
二
年
八
月
庁
成
写
本
）
で
見
せ
た
オ
能
や
学
識
を
発

押
す
る
機
会
も
な
く
、
ま
た
、
家
柄
と
人
間
関
係
だ
け
が
要
の

通
詞
社
会
で
は
そ
の
能
力
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
挫
折

の
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ま
た
、
「
稽
古
通
詞
」
の
志
筑
が
観
察
し
て
い
た
通
詞
と
い

う
仕
事
の
本
例
は

「商
人
的
な
役
人
」
で
あ
っ
た
。
通
詞
た
ち

は
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
西
洋
の
学
問
に
取
り
組
む
ど
こ
ろ

か
、
正
確
な
オ
ラ
ン
ダ
語
の
通
訳

・
翻
訳
で
さ
え
も
眼
中
に
な

く
、
た
だ
自
身
の
立
場
に
利
が
あ
る
よ
う
に
弁
舌
を
巧
み
に
使

い
分
け
た
り
、
都
合
に
応
じ
て
原
文
と
は
異
な
る
訳
文
を
作
成

し
た
り
し
て
御
川
を
こ
な
し
つ
つ
、
利
権
を
活
用
し
て
儲
け
を

得
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。

こ
こ
で
ニ―-
．
歳
時
に
著
し
た

「天
文
管
脳
」

（
一
ヒ
八
二
年

八
月
序
成
写
本
）
序
文
の
記
述
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

一
且
得
レ
病
ヲ
蟄
I

居
既
籍
レ
年

、

支

麻

懇

未

クレ
平
フカ

馬
。
毎

砿

ッテ

身
無
．ソア――
寸
！
分
之
ノ
功

空

ク
辱
ムルコトッ――

5
 

公
禄
之
重
ヮ
而
不
レ
暇
ラー一
太
息
――

数
年
間
（
お
そ
ら
く
休
職
し
て
）
蟄
居
の
身
で
あ
る
こ
と

と
、
体
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

迎
動
機
能
の
疾
患
が
原
因
で
あ
れ
ば
、
同
年
同
月
に
大
部
の

「
万
国
管
園
」
と

「天
文
管

oo」
を
桜
き
上
げ
た
こ
と
や
、
翌

年
以
降
の
精
力
的
な
翻
訳
活
動
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
よ
っ

て
、
当
該
証
言
が
虚
偽
で
な
け
れ
ば
、
精
神
疾
患
に
因
る
病
状

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
不
世
出
の
オ
能
と
並
々
な
ら
ぬ
岡
学

へ
の
情
熱
を
持
っ
た
志
筑
は
、

「稽
占
通
詞
」
と
い
う
仕
事
、

そ
し
て

「通
詞
」
と
し
て
の
将
来
に
ほ
と
ほ
と
嫌
気
が
さ
し
て

「病
身
」
と
な
り
、
そ
れ
を
理
山
も
し
く
は
建
前
と
し
て
辞
職

し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
後
年
、
志
筑
が

仕
官
を
希
望
す
る
ふ
し
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
通
詞
と
し
て
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で

(il)
学
者
と
し
て
麻
府
や
藩
へ
の
登
用
を

夢
見
た
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

中
野
家
が
禄
を
得
る
手
段
を
失
っ
た
志
筑
忠
雄
を
殺
え
た
根

底
に
は
、
ひ
と
え
に
そ
の
財
力
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
経
営
戦
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略
の

一
環
と
し
て
送
り
込
ん
だ
通
詞
職
を
辞
し
た
志
筑
を
再
び

受
け
入
れ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
が
で
き
る
人
間
を
家
に
苧
阻
い

て
お
く
こ
と
の
利
点
、
や
は
り
経
営
戦
略
と
し
て
の
判
断
か
ら

で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
蟄
居
し
て
岡
内
に
耽
っ
て
い
た
と

す
る
、
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
志
筑
像
は
や
や
誇
張
さ
れ
た

人
物
像
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
無
為
徒
食
の
者
を

中
野
家
が
置
い
て
お
く
事
態
は
考
え
に
く
く
、
折
に
触
れ
て
多

少
な
り
と
も
家
業
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
通
詞
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
外
れ
た
志
筑
忠

雄
が
、
い
か
に
し
て

lml古
を
入
手
し
え
た
の
か
、
と
い
う
疑
間

に
つ
い
て
三
点
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。
第

一
に
、
舶
来
品
を

扱
い
、
ま
た
、
狩
銀
を
通
じ
て
通
詞
社
会
に
影
密
力
を
持
っ
て

い
た
商
家
中
野
家
の
立
場
、
人
脈
な
い
し
は
財
力
か
ら
手
に
入

れ
た
。
第
二
に
、
稽
古
通
詞
時
代
や
曲
語
教
授
な
ど
を
通
じ
て

培
っ
た
人
脈
な
ど
を
通
じ
て
譲
り
受
け
た

、

ま
た
は
借
用
•
閲

魏
し
た
。

そ
し
て
第
三
に
、
藩
の
蔵
ほ
を
借m
•

閲
覧
し
た
。

殊
に
第
三
点
に
つ
い
て
は
、
志
筑
が
平
戸
藩
の
蔵
北
}
を
底
本
と

し
て
、
『
字
義
的

・
実
践
的
堂
芯
釈
義
』

(M
a
tth
e
w
H
e
n
ry: 

l
e
11erlyke e
n
 pra
ktica
le
 verklarin
g
 o
v
e
r
 d
en
 geh
e
e/en
 By
be
l
 

o
f
 h
e
t
 ou
d
e
 e
n
 n
ie
u
w
e
 
Tes
tament•

D
e
lft, 

R
e
ini
e
r
 Bo
i
tet,
 

1
7
4
1
)

や
、
そ
の
他
岡
古
の
訳
出
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
背
漿
に
は
、
平
戸
藩
主
松
浦
静
山

（
一
七
六

O
S
一
八
四
一
）
か
ら
の
翻
訳
要
請
が
存
在
す
る

が
、
そ
れ
は
通
詞
志
筑
家
の
山
来
が

一
七
批
紀
の
平
戸
藩
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
静
山
は
志
筑
忠
雄
を
家
臣
の
よ
う
に
見
倣
し
、

訳
業
を
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
武
家
で
も
な
か
っ
た
商
家
中
野
家
に
戻

り
、
無
職
の
「
中
野
忠
雄
」
と
な
っ
た
志
筑
が
、
平
一戸
ま
で
出

か
け
、
城
中
に
入
っ
て
藩
の
蔵
笞
を
OO買
す
る
よ
う
な
状
況
は

想
像
し
が
た
い
。
藩
（
武
家
）
と

一
介
の
商
人
身
分
の
者
と
の

関
係
や
接
点
を
考
え
る
と
、
中
野
家
か
ら
直
線
距
離
で
ヒ

0
0

メ
ー
ト
ル
余
り
の
場
所
に
あ
っ
た
平
戸
藩
蔵
屋
敷
を
通
じ
て
、

静
山
か
ら
の
要
請
や
藩
蔵
書
籍
の
貸
借
が
行
わ
れ
た
と
見
る
の

が
自
然
で
あ
る
（
図
8
)
。

と
も
あ
れ
、
右
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
志
筑
が
蟄
居
し

て
岡
苦
に
耽
っ
て
い
た
と
す
る
の
は
神
話
に
す
ぎ
な
い
と
言
え

る
が
、
没
後
か
よ
う
な
伝
説
的
志
筑
像
が
定
府
す
る
の
は
、
同

時
代
の
水
準
を
遥
か
に
超
越
し
た
数
々
の
仕
事
と
、
そ
れ
と
反

比
例
す
る
よ
う
に
、
ど
の
学
派
に
も
屈
さ
な
い
、

無
職

・
無
名

の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
志
筑
に
関
す
る
情
報
が
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
志
筑
忠
雄
は
、

数
少
な
い
門
下
生
や
接
見
し
た
者
で
さ
え
も
そ
の
生
活
や
人
物

を
掴
め
な
い
よ
う
な
人
物
で
、
ま
し
て
そ
の
姿
を
見
た
こ
と
の

な
い
近
世
日
本
の
人
々
に
と
っ
て
は
全
く
理
解
し
え
な
い
存
在

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

-18-



図8 『肥前長崎図』部分図 （文錦堂、 一八〇二年。熊本県立大学歴史学研究室蔵。朱

線を付した）。 「西御役所」の裏の朱で囲んだあたりが中野家。右下方部に平戸藩蔵屋

敷。
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4
 

3
 

2
 

ー 注

原
田
博
二

「
阿
蘭
陀
通
詞
志
筑
家
に
つ
い
て
」
（
『
蘭
学
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
の
世
界
』
、
長
崎
文
献
社
、

二
0
0
七
年

。

イ
サ
ベ
ル

•

田
中

・

フ
ァ
ン

・

ダ
—
レ
ン

「
オ
ラ
ン
ダ
史
料
か
ら
見
た
長
崎
通
詞
ー
志
筑
家
を
中
心

に
ー
」
（
前
掲
『
蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
の

世
界
』
。
な
お
、
志
筑
の
退
職
年
次
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
検
討
す
る
。

無
題
で
あ
る
が
、

三
井
文
庫
は
「
中
野
用
助
系
図
」
と
題

を
付
し
て
い
る
（
本

一
四
九

一
ー
三
八）
。

森
岡
美
子
「
三
井
越
後
屋
の
長
崎
貿
易
経
営
（

一
）
」
（
『
史

学
雑
誌
』
第
七

二
編
第
六
号
、

一
九
六

三
年
）
、
九

s

-
0
頁
。
な
お
、

三
井
文
庫
の
文
化

一
四
年
(
-
八

一
七）

の
史
料
四
点
「
商
売
方
御
示
合
書
御
請

二
番
」
（
別

六
四

三
I

―
二

）
、
「
奉
願
口
上
之
覚
八
番
」
（
別

六
四

三
ー

一
三

）
、
「
御
熟
談
書
御
請
」
（
別
六
四

三
ー

三
0
)
、
「
添
書
書
七
番
」
（
別
六
四
三
ー
三一

）
、
な
ら

び
に
文
政
元
年
(
-
八

一
八
）
の
史
料
四
点
「
被
仰
渡
之

御
請
書
」
（
別
六
四

三

-
10)
、
「
丑
秋
世
帯
向
勘
定
」

（
別
六
四
三
ー
ニ
六
）
、
「
当
時
世
帯
向
調
子
六
番
」
（
別

六
四
三
ー
ニ
七）

、
「
無
題
（
中
野
用
助
銀
子
借
用
証
文
」
（
続

七
三
七
ー
五
）
の
署
名
も
、
い
ず
れ
も
「
教
令
」
。

松
尾
龍
之
介
「
志
筑
忠
雄
の
実
家
ー
中
野
家
に
関
す
る
ノ

11 10 

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

二
0
0
九
年
）
、

ー
ト
」
（
『
洋
学
史
研
究
』
第
二
六
号
、

1
0
五
頁
。

前
掲
松
尾
龍
之
介
「
志
筑
忠
雄
の
実
家
ー
＇
中
野
家
に
関
す

る
ノ
ー
ト
」
‘
―

1
0
頁
。

印
刷
資
料
は
二
重
括
弧
で
、
手
写
資
料
（
文
書

・
写
本

・

絵
図
）
は
鍵
括
弧
で
示
し
た
。
以
下
同
。

無
題
で
あ
る
が
、

三
井
文
庫
は
「
外
浦
町
屋
敷
絵
図
」
と

題
を
付
し
て
い
る
（
別

一
七
四
ニ
ー
ニ
）。

布
袋
厚
『
復
元
！

江
戸
時
代
の
長
崎
』
（
長
崎
文
献
社
、

二
0
0九
年
）
、

二
六
＼
三一

頁
。

中
野
家
が
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
の
商
品
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
史
料
と
し
て
は
、
中
野
利
右
衛
門
、
中
野
善
助
「
無

題
（
唐
阿
蘭
陀
方
商
売
落
札
請
合
証
文
）
」
（

一
七
ニ
ニ
、
三

井
文
庫

•

本
一
四
九

一
ー
四
）
が
最
も
早
い

。

「
己
酉
龍
太
書
上
由
緒
書
」
に
は
、
安
永
五
年
に
「
養
父

[II

志
筑
孫
次
郎
]
跡
職
被
仰
付
」
と
あ
り
、
こ
の
年
に
志
筑

忠
雄
が
稽
古
通
詞
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
辞
職
し
た
年
次
が
安
永
六
年
と
記
さ
れ
て
お
り
、
信

用
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
渡
辺
庫
輔
『
阿
蘭
陀
通
詞
志

筑
氏
事
略
』
（
長
崎
学
会
、

一
九
五
七
年
）
、

三一

S
三
二
頁
。

合
綴
史
料
「
借
用
銀
証
文
之
事
差
出
申
釣
合
書
之
事
」

（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館

・
中
山

一
四
ー
四
ー
五
六
）
。
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例
え
ば
、
志
筑
門
下
の
馬
場
佐
十
郎
(
-
七
八
七

s

一
八
二
二
）
は
、
「和
岡
文
範
摘
要
」
(
-
八

一
四
年
成
写

本
。
早
稲
田
大
学
図
性
館
蔵
）
の
自
序
で
、
「
訳
官
多
病

ニ
シ
テ
曽
テ
其
職
ヲ
謝
シ
、
退
悶
ノ
後
斑
フ
斯
学
二
耽
ル

ト
云
フ
」
と
伝
聞
を
記
し
て
い
る
。

初
出
は
石
梱
思
案
「
福
地
の
叔
父
様
（
桜
痴
居
上
の
少
年

時
代
）
」
（
『
少
年
批
界
』
第
―
二
巻
第
二
号
、

一
九

0
六

年）
。
上
田
は
る
『
私
の
史
料
探
訪
2
ー
石
梱
家
の
人
々
』

（
上
田
英
三
、
二
0
0
四
年
）
に
収
録
し
た
も
の
を
参
照
。

引
川
文
は
二
八
五
頁
。

大
槻
如
咀
は
、
長
崎
の
町
医
師

・
吉
雄
圭
斎
か
ら
の
伝
聞

に
基
づ
い
て

「俗
事
に
迂
、
且
つ
17
舌
の
不
得
手
な
る
た

め
、
同
僚
の
侮
弄
を
招
」
い
た
こ
と
が
稽
古
通
詞
を
辞
し

た
理
由
と
し
て
い
る
が
、
如
電
説
に
は
根
拠
が
な
く
推
測

の
域
を
出
な
い
。
大
槻
如
俎
原
著
、
佐
藤
榮
七
増
訂
『
Fl

本
洋
学
編
年
史
』
（
錦
正
社
、

一
九
六
五
年
）
、

ニ
ニ
九
頁
。

ざ
な

ま
た
、
拙
稿

「志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う

―
つ
の
字
」

（
『
文
彩
』
第

一
六
号
、
二
0
二
0
年）
、

一
〇
貞
。

大
崎
正
次

「
「
暦
象
新
害
」
天
明
旧
訳
本
の
発
見
」
（
『
科

学
史
研
究
』
第
四
・
五
号
、

一
几
四
二
年）

‘
-
0
-
頁。

な
お
、
訓
点
は
見
や
す
い
位
四
に
移
動
さ
せ
た
。

り

<itな

前
掲
拙
稿

「志
筑
忠
雄
の
所
用
印
と
も
う
―
つ
の
字
」
、

―
二
頁
。
お
よ
び
拙
稿
「
「
和
解
」
か
ら
「
翻
訳
」
ヘ
ー

【付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
織
田
毅
氏
お
よ
び
平
岡
隆

二
氏
か
ら
有
益
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
か
ら
は
画
像
掲
載
許
可
を
い

た
だ
き
、
そ
の
他
猪
飼
隆
明
、
吉
田
洋

一
、
矢
田
純

子
各
氏
の
ご
協
力
を
得
た
こ
と
を
記
し
、
謝
意
と
し

ま
す
。

18 L7 

B
e
s
ch,y
ving
e
 v
a
n
 het octant e
n
 deszelfs g
e
b
r
n
i
k
の
訳

出
に
見
る
本
木
良
氷
と
志
筑
忠
雄
|
'
」
（
『
熊
本
県
立
大
学

文
学
部
紀
要
』
第
八
二
号、

二
0
二
三
年
）
、
（
17
）
貞
。

例
え
ば
、
享
和
三
年

(
-
八
0
-
二
）
に
長
崎
遊
学
し
、
志

筑
忠
雄
と
の
接
見
を
果
た
し
た
大
槻
玄
幹
（

一
ヒ
八
冗

S

一
八
三
八
）
は
、
後
年
著
し
た
「
岡
学
凡
」
(
-
八

一
六

年
成
写
本
。
早
稲
田
大
学
図
苫
館
蔵
）
の
附
言
で、

「是

ヨ
リ
先
二
病
ヲ
以
テ
本
務
ノ
訳
司
ヲ
辞
シ
、

一
室
二
間
居

シ
テ
他
人
ノ
応
接
ヲ
避
ケ
、
牲
テ
志
ス
処
ノ
西
料
二

耽
ル

事
廿
年

一
日
ナ
リ
」
（
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
と
述
べ
て

い
る
。

時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
静
山
は
志
筑
に
『
字
義
的

・
実
践

的
型
苫
釈
義
』
の
和
訳
を
命
じ
て
い
る
。
松
田
情
『
洋
学

の
因
誌
的
研
究
』
（
臨
川
弁
店
、
了
几
九
八
年
）
、
四
七
三

S
四
七
ヒ
頁
。
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